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Ａ
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Ｓ
処
理
水
の
濃
度
に
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
核
種
が
あ
る
こ
と
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書 

 

多
核
種
除
去
設
備
等
処
理
水
（
以
後
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
）
は
環
境
へ
放
出
せ
ず
に
放
射
能
の
減
衰
を
待
つ
べ
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
国
民
に
は
、
判
断
材
料
と
な
る
様
々
な
情
報
が
広
く
共
有
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
五
月
二
十
八
日
に
「
Ａ
Ｌ

Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
濃
度
に
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
核
種
が
あ
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
を
提
出
し
た
が
、
同
質
問
主
意
書
へ

の
答
弁
（
以
後
、
政
府
答
弁
）
は
、
事
前
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
得
て
い
た
回
答
よ
り
も
消
極
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。 

 

た
と
え
ば
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
東
京
電
力
が
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
を
環
境
へ
放
出
す
る
場
合
は
、
処
分
前
に
「
告
示
濃
度
限

度
比
総
和
」
（
以
後
、
告
示
比
総
和
）
一
未
満
に
な
る
よ
う
に
二
次
処
理
を
実
施
す
る
こ
と
や
、
全
タ
ン
ク
を
測
定
し
、
告
示

比
総
和
に
炭
素
十
四
（
Ｃ

１
４
）
を
考
慮
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
、
東
京
電
力
も
原
子
力
規
制
庁
も
認
識
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
政
府
答
弁
で
は
、
原
子
力
規
制
庁
は
、
東
京
電
力
の
認
識
を
「
把
握
し
て
い
る
」
な
ど
、
消
極

的
な
表
現
ぶ
り
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
数
あ
る
重
要
な
点
の
う
ち
問
二
の
２
へ
の
政
府
答
弁
に
関
し
て
の
み
、
再
質
問
す
る
。 

一 

問
二
の
２
で
、
告
示
比
総
和
に
は
、
Ｃ

１
４
だ
け
で
は
な
く
、
ト
リ
チ
ウ
ム
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
政
府
答
弁
は
、
「
多
核
種
除
去
設
備
等
処
理
水
の
取
扱
い
に
関
す
る
小
委
員
会
報
告
書
」
（
以
後
、
報
告



 

２ 

 

書
）
で
、
「
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
告
示
濃
度
限
度
比
総
和
一
未
満
を
満
た
す
こ
と
を
今
後
の
対
応
方

針
と
し
て
決
定
」
と
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
「
二
次
処
理
」
の
対
象
に
ト
リ
チ
ウ
ム
を
含
ま
な
い
旨
を
答
え

た
。 

 
 

そ
こ
で
、
こ
の
「
決
定
」
が
書
か
れ
て
い
る
箇
所
を
見
る
と
、
報
告
書
十
五
頁
に
「
通
常
の
浄
化
処
理
を
終
え
て
い
な
い

タ
ン
ク
に
保
管
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
（
告
示
比
総
和
一
以
上
）
に
含
ま
れ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
放
射
性
物
質
に

つ
い
て
は
、
環
境
中
に
放
出
す
る
場
合
に
は
、
風
評
な
ど
社
会
的
な
影
響
も
勘
案
し
、
単
に
希
釈
し
て
規
制
基
準
を
満
た
す

の
で
は
な
く
、
希
釈
を
行
う
前
に
二
次
処
理
を
行
い
、
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
告
示
濃
度
限
度
比
総
和

一
未
満
を
満
た
す
こ
と
を
今
後
の
対
応
方
針
と
し
て
決
定
」
と
書
か
れ
て
い
る
。 

 

１ 

「
今
後
の
対
応
方
針
と
し
て
決
定
」
を
行
っ
た
の
は
小
委
員
会
か
、
経
産
省
か
。
報
告
書
に
は
主
語
が
書
か
れ
て
い
な

い
た
め
、
い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
た
の
か
も
含
め
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

経
産
省
は
海
洋
放
出
を
含
め
て
、
環
境
へ
放
出
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
な
い
と
繰
り
返
し
述
べ
て
き
て
い
る
。
こ
こ

で
の
「
今
後
の
対
応
方
針
と
し
て
決
定
」
は
「
環
境
中
に
放
出
す
る
場
合
」
の
仮
定
の
話
で
あ
る
と
い
う
理
解
で
間
違
い

は
な
い
か
。 



 

３ 

 

 
３ 

仮
定
の
話
で
あ
る
と
し
て
も
、
二
次
処
理
の
対
象
に
ト
リ
チ
ウ
ム
を
含
ま
な
い
こ
と
と
、
告
示
比
総
和
の
計
算
に
ト
リ

チ
ウ
ム
を
含
ま
な
い
こ
と
は
別
で
あ
り
、
ト
リ
チ
ウ
ム
を
考
慮
し
た
場
合
に
告
示
比
総
和
が
ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
の
か

を
、
国
民
に
対
し
て
基
礎
情
報
と
し
て
政
府
は
明
ら
か
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
、
明
ら
か
に
し
な
い
の
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


